
宮
沢
賢
治
が
大
正
十
二
年
（
玉

す
も
の
と
し
て
、
詩
集
『
春
と
修
壺

る
植
物
の
「
や
な
ぎ
ら
ん
」
「
あ
か

物
採
集
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

樺
太
と
い
う
島
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
以
前
か
ら
日
蓮
の
弟
子
日
持
開
山
の
寺
院
が
か
つ
て
あ
り
、
日
持
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
が
、
宮
沢
賢
治
に
ゆ
か
り
の
あ
る
島
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
最
近
聞
き
及
ん
だ
次
第
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
法
華
信
仰
に

想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
樺
太
と
は
ど
う
い
う
場
所
な
の
か
、
実
際
に
行
っ
て
自
ら
の
目
で
確
認
し
て
み
た
い
、
と
い
う
衝
動
に
か
ら
れ
た
。

そ
ん
な
昨
今
、
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
六
日
間
、
ロ
シ
ア
国
サ
ハ
リ
ン
州
に
渡
航
し
、
六
老
僧
日
持
の
霊
跡
を
辿
り
、
関
係

寺
院
の
存
在
状
況
や
日
持
関
係
資
料
の
所
在
に
関
す
る
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修

廻
が
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
八
月
、
樺
太
を
訪
問
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
賢
治
と
樺
太
と
の
関
係
を
示

〕
て
、
詩
集
『
春
と
修
羅
』
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
樺
太
鉄
道
」
「
鈴
谷
平
原
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す

「
や
な
ぎ
ら
ん
」
「
あ
か
つ
め
く
さ
」
は
樺
太
の
野
草
で
あ
り
、
賢
治
は
樺
太
内
（
豊
原
）
の
樺
太
神
社
や
旭
が
丘
周
辺
で
植

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

は
じ
め
に

’
六
老
僧
日
持
の
足
跡
を
訪
ね
て
Ｉ

望

月

真

澄
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何
し
ろ
初
め
て
の
サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
）
行
き
で
あ
り
、
地
域
情
勢
に
も
詳
し
く
な
い
の
で
、
現
地
通
訳
ガ
イ
ド
を
依
頼
し
て
実
地
調
査

を
行
っ
た
。
ロ
シ
ア
語
が
堪
能
で
あ
れ
ば
、
調
査
も
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
行
う
が
、
ロ
シ
ア
語
が
ま
っ
た
く
話
せ
な
い
筆
者
で
あ
り
、
ま

ず
島
内
を
歩
き
回
っ
て
日
持
の
足
跡
を
確
か
め
て
み
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
よ
っ
て
、
今
回
の
研
修
は
、
あ
く
ま
で
樺
太
に
お
け
る
日

持
に
関
す
る
資
料
発
掘
の
下
見
調
査
と
い
う
こ
と
で
位
置
づ
け
た
い
と
思
う
。

研
修
に
は
、
日
本
か
ら
五
人
が
参
加
し
、
そ
の
内
の
三
人
は
Ａ
コ
ー
ス
八
月
二
十
五
日
～
二
十
九
日
（
四
泊
五
日
）
、
二
人
は
Ｂ
コ
ー

ス
八
月
二
十
七
日
～
九
月
一
日
（
五
泊
六
日
）
で
、
二
十
七
日
に
現
地
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
で
合
流
し
た
。
筆
者
は
、
後
者
の
Ｂ
コ
ー

ス
で
樺
太
に
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
参
加
者
五
人
は
す
べ
て
日
蓮
宗
の
教
師
で
あ
る
。

※
本
誌
に
掲
載
し
た
写
真
は
樺
太
地
図
を
除
き
、
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
図
ｌ
樺
太
全
図
参
照
）

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

！
#篝篝
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日
本
と
樺
太
と
の
時
差
は
約
二
時
間
（
サ
マ
ー
タ
ー
ム
あ
り
）
で
、
ロ
シ
ア
の
通
貨
は
、
ル
ー
ブ
ル
（
Ｌ
）
で
、
一
Ｌ
は
約
四
・
六
円

で
あ
っ
た
（
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
七
日
時
点
）
。

〃
、
い
え
と
う

樺
太
は
、
樺
太
島
と
も
い
い
、
ロ
シ
ア
語
で
サ
ハ
リ
ン
、
中
国
語
で
、
庫
頁
島
と
い
う
。
位
置
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
方
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
の
南
西
部
、
北
海
道
の
北
に
あ
り
、
南
北
に
細
長
い
島
で
あ
る
。
樺
太
と
い
う
名
称
は
、
日
本
領
有
下
に
お
い
て
南
樺
太
及
び
そ

の
付
属
島
を
指
す
行
政
区
画
名
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

樺
太
と
い
う
名
称
は
、
一
説
に
は
、
ア
イ
ヌ
語
に
根
源
が
あ
る
と
し
、
「
神
が
河
口
に
造
っ
た
島
」
の
意
味
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時

代
は
北
海
道
を
指
す
「
蝦
夷
地
」
に
対
し
て
、
「
北
蝦
夷
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
明
治
政
府
に
な
る
と
、
北
海
道
開
拓
使
を
設
置
す
る
に

あ
た
り
、
北
蝦
夷
地
を
樺
太
と
改
称
し
、
日
本
語
に
樺
太
の
地
名
が
定
着
し
た
。

島
の
約
七
十
％
を
山
岳
地
帯
が
占
め
、
北
部
に
平
地
が
広
が
る
。
樺
太
は
、
南
北
が
約
九
百
四
十
八
キ
ロ
、
東
西
の
幅
が
最
大
で
約
百

六
十
キ
ロ
で
、
南
北
に
細
長
い
島
で
あ
る
。
面
積
は
七
万
六
千
四
百
平
方
キ
ロ
で
、
北
海
道
よ
り
や
や
小
さ
い
。
北
海
道
と
は
宗
谷
海
峡
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
は
間
宮
海
峡
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
が
、
二
万
年
ほ
ど
前
に
は
海
水
面
が
低
下
し
、
今
日
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
・
樺
太
・

北
海
道
は
地
続
き
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

江
戸
幕
府
は
当
初
北
海
道
・
樺
太
を
総
称
し
て
蝦
夷
地
と
い
っ
た
が
、
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
か
ら
は
樺
太
を
北
蝦
夷
と
公
称
し
た
。

ま
ず
、
樺
太

●
樺
太
の
概
況
樺
太
の
概
況
を
知
る
た
め
、
日
持
と
樺
太
、
樺
太
と
日
蓮
宗
寺
院
、
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

一
樺
太
の
環
境
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今
回
の
研
修
対
象
で
あ
る
日
持
と
い
う
僧
侶
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
み
た
い
。

日
持
（
一
二
五
○
Ｉ
？
）
は
、
日
蓮
の
六
人
の
高
弟
の
ひ
と
り
で
、
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
。
日
持
の
生
涯
に

つ
い
て
は
、
身
延
久
遠
寺
三
十
六
世
日
潮
の
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
駿
河
国
松
野
（
静
岡
県
富

（
１
）

士
市
松
野
）
の
出
身
で
、
甲
斐
公
・
蓮
華
阿
闇
梨
と
称
し
、
駿
河
国
永
精
寺
・
蓮
永
寺
の
開
山
と
な
っ
て
い
る
。
初
め
駿
河
国
の
天
台

宗
寺
院
・
四
十
九
院
で
日
興
に
師
事
し
て
、
天
台
教
学
を
学
ん
だ
が
、
後
に
日
蓮
に
師
事
し
た
。
日
蓮
入
滅
後
は
日
興
と
不
和
に
な
り
、

正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
日
浄
と
と
も
に
願
主
と
な
っ
て
武
蔵
国
池
上
本
門
寺
に
祖
師
像
を
造
立
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
消
息
に
つ
い
て

は
不
明
な
こ
と
が
多
い
が
、
一
説
に
拠
れ
ば
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
海
外
布
教
を
志
し
、
樺
太
の
本
斗
郡
本
斗
町
か
ら
満
洲
に
渡
っ
た

（
２
）

と
い
う
。
よ
っ
て
、
青
森
県
や
北
海
道
南
部
地
域
に
は
、
日
持
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。

日
持
の
大
陸
渡
航
説
に
つ
い
て
は
既
に
諸
氏
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
高
鍋
日
統
は
、
大
正
年
間
に
日
持
が
黒
龍
江
河
口
に
近
い
ニ
コ
ラ

イ
ス
ク
に
上
陸
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
本
恵
吉
は
、
樺
太
の
真
岡
か
ら
阿
幸
付
近
ま
で
南
下
し
、
氷
を
踏
ん
で
ア
ジ
ア
大
陸

に
渡
り
、
ニ
コ
ラ
イ
ス
ク
の
ポ
ロ
ン
ゲ
岩
に
上
陸
し
、
黒
龍
江
か
ら
吉
林
、
遼
陽
に
進
ん
だ
と
推
測
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
確
証
さ
れ

歴
史
の
上
で
み
る
と
、
日
露
戦
争
後
の
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
に
よ
り
樺
太
は
北
緯
五
十
度
線
を
境
界
に
南
北
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
南
樺
太
地
域
は
、
日
本
統
治
下
に
お
い
て
は
樺
太
と
呼
ば
れ
る
行
政
区
画
で
あ
っ
た
た
め
、
地
方
行
政
官
庁
と
し
て
樺
太
庁
が
設
置

さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
中
の
一
九
四
二
年
、
外
地
か
ら
内
地
へ
と
編
入
さ
れ
た
。
在
島
人
口
は
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
当
時
、
約
四
十

万
人
で
あ
っ
た
。
主
要
な
産
業
は
漁
業
、
農
業
、
林
業
と
製
紙
・
パ
ル
プ
な
ど
の
工
業
、
石
炭
・
石
油
の
採
掘
業
で
あ
っ
た
。
南
樺
太
で

は
樺
太
庁
の
置
か
れ
た
豊
原
（
現
・
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
が
中
心
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

●
日
持
と
樺
太 樺

太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）
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（
３
）

て
い
な
い
。
穂
坂
孝
史
氏
は
、
日
持
の
大
陸
渡
航
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
図
２
の
よ
う
に
北
海
道
か
ら
樺
太
を
経
て
大
陸
に
渡
り
、
ァ

（
４
）

ム
ー
ル
川
か
ら
中
国
に
入
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
日
持
の
樺
太
渡
島
に
つ
い
て
、
確
固
た
る
史
料
が

な
い
と
い
う
の
が
現
段
階
の
研
究
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
日
持
の
北
海
道
へ
渡
っ
た
（
渡
道
）
行
動
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
函
館
石
崎

で
布
教
、
経
石
を
埋
め
る
、
椴
法
華
で
豊
漁
祈
願
を
行
う
、
黒
石
岬
の
岩
屋
に
題
目
を
刻
む
、
松
前
に
法
華
寺
を
建
立
す
る
、
樺
太
に
渡

（
５
）

る
、
大
陸
に
て
布
教
す
る
、
と
い
っ
た
行
動
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
馨
氏
は
、
日
持
伝
に
つ
い
て
「
日
持
の
渡
道
を
史
実

と
み
る
か
、
単
な
る
伝
説
と
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
両
論
が
併
存
し
、
定
か
で
は
な
い
。
な
に
せ
、
両
論
を
決
定
づ
け
る
に
十
分
な
客
観
的

史
料
が
な
い
の
で
あ
る
。
若
干
の
遺
物
が
あ
っ
て
も
後
世
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
信
葱
性
に
い
ま
ひ
と
つ
欠

一
方
、
中
国
満
州
の
宣
化
に
お
い
て
、
日
持
関
極

研
究
者
に
よ
り
科
学
測
定
を
行
っ
た
際
、
そ
の
遺
品

の
年
代
は
千
三
百
年
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
三
百
五
十
年

前
後
で
あ
る
と
判
明
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
出
土
資

料
に
関
し
て
は
、
現
在
も
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
日
持
の
樺
太
渡

島
を
裏
付
け
る
史
料
は
現
時
点
で
は
な
い
と
い
え
、

あ
く
ま
で
伝
説
の
域
を
出
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
日
持
伝
説
に
も
と
づ
い
て
建
立
さ
れ

け
る
」
と
し
て
い
る
ｃ

（
７
）

一
方
、
中
国
満
州
の
宣
化
に
お
い
て
、
日
持
関
係
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
、

（
６
）

と
し
て
い
る
。

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
、
東
京
大
学
と
東
北
大
学
の

日持渡唐図（日蓮宗北海

道教区七百遠忌記念誌よ

り転載）

図2

－5－



●
樺
太
と
日
蓮
宗
寺
院

樺
太
内
に
は
、
次
に
訂

「
樺
太
開
教
区
」

た
日
蓮
宗
寺
院
の
痕
跡
は
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た
。

樺
太
開
教
監
督
部
Ⅱ
増
田
鳳
明
、
武
智
文
碩
、
北
村
大
成
、
小
山
鳳
伝
。

①
法
華
寺
（
豊
原
市
豊
原
町
東
一
条
南
一
○
丁
目
）
。

②
法
華
寺
（
大
泊
郡
大
泊
町
本
町
西
二
条
北
一
）
寺
沢
英
海
・
川
上
円
暁
。

③
法
華
寺
（
真
岡
郡
真
岡
村
山
下
町
五
）
島
田
泰
秀
・
江
崎
鳳
吟
。

④
蓮
華
寺
（
泊
居
町
松
力
枝
町
二
）
寺
沢
英
海
（
兼
）
・
武
智
文
碩
。

⑤
妙
光
寺
（
本
斗
都
本
斗
村
南
浜
通
）
久
津
間
明
宣
。

⑥
大
法
寺
（
敷
香
郡
敷
香
村
千
草
通
南
二
丁
目
）
大
島
智
真
。

⑦
妙
法
寺
（
栄
浜
郡
落
合
町
東
通
）
望
月
是
順
。

⑧
立
正
寺
（
元
泊
郡
知
取
町
幸
町
四
丁
目
）
桜
田
順
学
。

⑨
妙
法
寺
（
名
好
郡
恵
須
取
町
南
一
条
通
）
平
野
竜
享
（
日
將
）
。

⑩
楠
渓
布
教
所
・
法
華
寺
（
大
泊
郡
大
泊
町
楠
渓
町
）
中
井
泰
山
・
野
沢
玄
真
。

⑪
日
蓮
宗
布
教
所
（
真
岡
郡
清
水
村
二
股
三
二
）
石
沢
寛
栄
。

⑫
内
幌
布
教
所
（
本
斗
郡
内
幌
村
内
幌
東
三
条
四
ノ
セ
）
鹿
内
栄
舜
。

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

（
８
）

次
に
記
し
た
九
ヵ
寺
の
寺
院
と
十
二
カ
所
の
布
教
所
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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今
回
の
樺
太
行
き
の
前
に
樺
太
関
係
資
料
館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
北
海
道
庁
旧
庁
舎
〃
赤
れ
ん
が
庁
舎
″
を
事
前
学
習
の
た
め
見
学
し

た
。
そ
の
後
、
同
資
料
館
で
得
た
資
料
を
手
が
か
り
に
、
樺
太
に
渡
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
日
蓮
宗
新
聞
社
西
条
義
昌
氏
に
樺
太
に
関

す
る
信
仰
関
係
資
料
を
提
供
し
て
頂
い
た
。
こ
れ
を
基
に
樺
太
に
お
け
る
日
蓮
宗
寺
院
・
教
会
・
結
社
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
学
恩
に
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

わ
か
る
。 ⑬

留
多
加
布
教
所
（
留
多
加
郡
留
多
加
町
弥
生
町
北
七
）
望
月
是
順
。

⑭
野
田
布
教
所
（
野
田
郡
野
田
町
西
一
条
二
）
木
村
義
詮
。

⑮
久
春
内
布
教
所
・
妙
光
寺
（
久
春
内
郡
久
春
内
村
）
露
崎
啓
静
。

⑯
日
蓮
宗
布
教
所
（
久
春
内
郡
三
浜
村
珍
内
本
町
）
杉
浦
祥
運
。

⑰
日
蓮
宗
布
教
所
（
元
泊
郡
元
泊
港
）
大
島
智
真
。

⑱
名
好
布
教
所
（
名
好
郡
名
好
村
名
好
宇
原
）
打
越
啓
佑
。

⑲
西
柵
丹
布
教
所
（
名
好
郡
名
好
村
西
柵
丹
九
一
）
酒
井
智
亨
。

⑳
日
蓮
宗
布
教
所
（
敷
香
郡
敷
香
町
上
敷
香
本
通
）
飯
田
海
静
。

⑳
小
田
寒
布
教
所
（
栄
浜
郡
小
田
寒
村
）
征
木
繁
徳
。

こ
れ
ら
の
寺
院
や
布
教
所
は
、
そ
の
住
居
表
示
か
ら
主
な
市
街
地
や
日
本
人
が
住
ん
で
い
た
港
や
炭
鉱
町
に
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）
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午
前
中
に
豊
原
郊
外
の
日
本
人
墓
地
に
向
か
い
、
墓
碑
の
前
で
慰
霊

法
要
を
営
む
。
一
カ
所
に
合
葬
さ
れ
た
形
態
で
あ
る
が
、
合
葬
墓
所
の

近
隣
に
は
日
本
人
墓
地
が
点
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
写
真
１
参

照
）
墓
地
は
、
宗
教
を
問
わ
ず
郊
外
に
あ
り
、
ロ
シ
ア
正
教
や
他
の
宗

○
八
月
二
十
七
日
成
田
空
港
か
ら
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
空
港
へ

成
田
空
港
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
空
港
に
到

着
。
直
ち
に
市
内
ホ
テ
ル
「
ガ
ガ
ー
リ
ン
」
へ
向
か
う
。
日
本
人
が
よ

く
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
と
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記
さ
れ
て
お
り
、
ホ
テ

ル
内
に
は
日
本
人
旅
行
者
や
商
社
マ
ン
が
多
く
見
か
け
ら
れ
た
。
夜
遅

く
到
着
し
た
の
で
、
食
事
を
取
り
、
直
ぐ
に
就
寝
す
る
こ
と
に
し
た
。

○
二
十
八
日
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
（
豊
原
）
・
ホ
ル
ム
ス
ク
（
真

岡
）
の
日
本
人
墓
地
調
査

今
回
の
仏
教
遺
跡
研
修
の
詳
細
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
字

数
等
の
関
係
上
、
ロ
シ
ア
語
の
都
市
名
は
、
漢
字
で
表
記
す
る
こ
と
に

す
る
。

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

二
樺
太
で
の
研
修
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○
二
十
九
日
コ
ル
サ
コ
フ
（
大
泊
）
、
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
（
豊
原
）
市
街
の
調
査

午
前
中
に
大
泊
へ
行
き
、
日
本
の
学
校
跡
を
見

学
す
る
。
大
泊
は
、
稚
内
か
ら
国
際
フ
ェ
リ
ー

（
東
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
）
で
約
五
時
間
三
十
分
の

距
離
に
あ
る
。
現
在
も
毎
日
一
日
一
往
復
（
冬
期

は
二
日
に
一
往
復
）
フ
ェ
リ
ー
が
出
航
し
て
お
り
、

日
本
と
の
玄
関
口
に
あ
た
る
町
で
あ
る
。
平
成
三

年
（
一
九
九
一
）
に
稚
内
市
と
大
泊
市
は
友
好
都

市
の
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
岬
に
向
か
う
途
中
に

天
然
ガ
ス
の
基
地
が
あ
っ
た
が
、
ブ
リ
ー
ゴ
ロ
ド

ノ
エ
村
の
丘
に
は
、
日
本
海
兵
上
陸
記
念
碑
や
忠

霊
塔
が
あ
り
、
現
在
も
こ
れ
ら
は
原
野
の
中
に
横

午
後
に
真
岡
へ
向
か
う
。
真
岡
は
樺
太
第
二
の
都
市
で
、
海
岸
沿
い
に
あ
る
た
め
、
港
は
日
本
と
海
路
で
結
ば
れ
て
い
た
。
か
つ
て
日

本
の
王
子
製
紙
の
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
製
紙
・
パ
ル
プ
産
業
が
盛
ん
と
な
り
、
多
く
の
日
本
人
が
居
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
内
に
あ
る
の
日
本
人
慰
霊
碑
（
写
真
２
．
３
）
に
案
内
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で
現
地
で
亡
く
な
っ
た
日
本
人
の
慰
霊
法
要
を

教
の
墓
地
が
混
在
し
て
い
た
。

行
う
。

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

写真4 忠霊塔跡と忠霊碑
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”

吉
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
（
写
真
５
）
。

午
後
に
豊
原
市
街
の
州
立
博
物
館
、
サ
ハ
リ
ン

国
立
総
合
大
学
を
見
学
す
る
。
同
大
学
は
、
樺
太

に
あ
る
代
表
的
な
大
学
で
、
東
洋
学
部
が
開
設
さ

れ
て
い
る
た
め
、
日
本
の
図
書
資
料
を
多
く
架
蔵
し
た
図
書
館
が
付
設
さ
れ
て
い
る
（
写
真
６
）
。
日
本
の
大
学
と
も
交
流
を
行
っ
て
お

り
、
北
海
学
園
大
学
は
同
大
学
と
学
生
交
換
事
業
（
派
遣
）
・
夏
期
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
姉
妹
校
と
し
て
稚
内
北
星
学

園
大
学
が
あ
り
、
交
換
留
学
に
よ
る
学
生
の
相
互
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

市
内
の
中
心
部
に
位
置
す
る
サ
ハ
リ
ン
州
立
博
物
館
は
、
旧
樺
太
庁
博
物
館
で
、
そ
の
名
の
通
り
サ
ハ
リ
ン
州
を
代
表
す
る
博
物
館
施

設
で
あ
る
（
写
真
７
）
。
サ
ハ
リ
ン
州
の
歴
史
や
郷
士
に
関
す
る
資
料
を
常
設
展
示
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
日
本
統
治
下
の
資
料
を
展

示
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
。
日
本
関
係
の
資
料
と
し
て
大
日
本
帝
国
境
界
の
標
石
、
日
本
の
大
砲
、
剣
道
の
防
具
、
祈
願
札
、
統
治
下

た
わ
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
（
写
真
４
）
。
忠
霊

塔
の
表
面
「
忠
霊
塔
」
の
横
側
に
は
「
陸
軍
中
将

鯉
登
行
一
謹
書
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
市
街
地
の

目
抜
き
通
り
の
一
角
に
は
、
日
本
の
中
学
校
の
門

柱
が
民
家
の
近
く
に
横
た
わ
っ
て
お
り
、
た
い
へ

ん
印
象
的
で
あ
っ
た
。
門
柱
に
は
、
「
樺
太
庁

大
泊
中
学
校
同
窓
会
建
立
之
昭
和
十
七
年
九
月

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

鍾
鰯 蕊

灘
謡

小学校の門柱写真5
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樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）
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存
在
が
確
認
で
き
た

ま
た
、
館
内
に
は

樺
太
に
あ
っ
た
日
本
寺
院
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
祈
願
札
は
、
旧
樺
太
神
社
の
祈
願
札
で
あ
る
。

展
示
さ
れ
て
い
た
地
図
を
見
る
と
、
「
真
宗
大
谷
派
樺
太
別
院
」
「
浄
土
宗
開
教
院
」
「
景
徳
寺
」
「
法
華
寺
」
と
い
っ
た
各
宗
派
寺
院
の

こ
の
位
牌
は
、
寺
院
の
歴
代
位
牌
で
あ
り
、
樺
太
の
日
蓮
宗

寺
院
に
奉
祀
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
位
牌
の
横
に
梵
鐘

が
展
示
さ
れ
、
銘
文
を
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

ま
た
、
館
内
に
は
日
本
統
治
下
の
寺
院
や
神
社
の
写
真
が
い
く
つ
か
展
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
中
に
は
、
『
樺
太
拾
六
景
』
と
い
う
絵

葉
書
が
あ
り
、
昭
和
二
年
当
時
の
樺
太
の
状
況
を
知
り
得
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
写
真
資
料
と
い
え
る
。
博
物
館
の
庭
内
に
は
、
大
砲
、

奉
安
殿
、
墓
碑
等
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
（
写
真
９
）
。
大
砲
に
は
、
「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
紀
念
海
軍
大

将
男
爵
片
岡
七
郎
謹
書
」
と
刻
ま
れ
、
日
本
海
軍
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
五
月
の
石
仏
、
水

の
樺
太
光
景
、
オ
ル
ガ
ン
、
火
鉢
、
日
本
人
の
衣
装
等
が
展
示
さ
れ
、
興
味
を
ひ
い
た
。

そ
の
中
で
樺
太
に
お
け
る
日
本
の
仏
教
信
仰
や
宗
教
を
知
る
上
で
印
象
的
な
資
料
を
二
、
三
紹
介
し
て
み
た
い
。

・
日
本
人
が
建
立
し
た
寺
院
安
置
の
位
牌
一
基
（
写
真
８
）

（
表
）
開
山
蓮
華
阿
闇
梨
日
持
聖
人

當
山

壱
世
龍
献
院
日
珠
聖
人

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）
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準
点
碑
、
等
の
日
本
人
が
建
立
し
た
石
造
物
が
点
在
し
て
い
た
。
奉
安

（
９
）

殿
は
、
「
天
皇
の
写
真
」
「
教
育
勅
語
」
を
保
管
し
た
建
造
物
で
あ
り
、

日
本
国
内
の
小
中
学
校
に
建
設
さ
れ
た
が
、
樺
太
で
も
日
本
統
治
下
の

時
代
に
建
設
さ
れ
て
い
た
証
し
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
奉
安
殿

は
、
国
家
神
道
禁
止
の
立
場
か
ら
戦
後
撤
去
さ
れ
た
の
で
現
在
遣
っ
て

い
る
も
の
も
数
少
な
く
、
樺
太
内
に
は
外
観
だ
け
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
る
も
の
が
各
地
に
み
ら
れ
、
当
時
の
状
況
を
知
る
貴
重
な
文
化
遺
産

と
い
え
る
。

そ
の
後
、
市
内
の
旧
樺
太
神
社
跡
に
向
か
う
。
社
殿
は
明
治
四
十
二

年
（
一
九
○
九
）
に
創
建
さ
れ
た
が
、
現
在
先
勝
祈
願
碑
の
後
ろ
に
古

い
石
段
が
あ
り
、
こ
れ
が
旧
樺
太
神
社
の
石
段
で
あ
る
。
烏
居
や
神
殿

は
残
っ
て
い
な
い
が
、
階
段
部
が
一
部
欠
け
て
い
る
石
段
が
あ
り
、
往

時
の
日
本
人
町
の
跡
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
毎
年
八
月
二
十
三

日
に
大
祭
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

○
三
十
日
ド
リ
ン
ス
ク
（
落
合
）
方
面
の
仏
教
遺
跡
調
査

豊
原
か
ら
北
へ
百
十
五
キ
ロ
に
あ
る
ブ
ズ
モ
ー
リ
エ
（
白
浦
）
と
い

う
町
は
、
ド
リ
ン
ス
ク
（
落
合
）
市
か
ら
北
に
位
置
す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

写真10白浦神社鳥居（ブズモーリエの海岸）
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海
沿
い
の
小
さ
な
町
で
あ
る
。
な
お
、
途
中
に
あ
る
ド
リ
ン
ス
ク

（
落
合
）
市
は
、
北
海
道
名
寄
市
と
友
好
都
市
の
関
係
を
結
ん
で

い
る
。
日
本
統
治
下
は
、
王
子
製
紙
系
列
の
富
士
製
紙
工
場
が
あ
っ

た
。
こ
こ
に
は
、
旧
白
浦
国
民
小
学
校
の
奉
安
殿
が
あ
っ
た
。
白

浦
神
社
の
烏
居
に
は
、
「
奉
献
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
」
「
柳
屋

武
□
」
と
刻
ま
れ
、
日
本
人
が
建
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真

的
）
。

○
三
十
一
日
樺
太
の
ロ
シ
ア
正
教
、
宗
教
事
情
の
調
査

豊
原
よ
り
北
へ
向
か
い
、
地
方
の
炭
鉱
町
へ
行
き
、
市
内
に
あ

る
モ
ル
モ
ン
教
会
を
訪
問
す
る
。
牧
師
よ
り
ロ
シ
ア
国
内
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
に
つ
い
て
話
を
聞
く
。

炭
鉱
内
の
一
角
に
は
、
奉
安
殿
が
あ
り
、
地
方
の
片
田
舎
に
も

日
本
人
が
暮
ら
し
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
奉
安
殿

（
写
真
Ⅱ
）
の
大
き
さ
は
、
縦
二
○
三
セ
ン
チ
、
横
二
○
四
セ
ン

チ
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
何
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
か
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
炭
鉱
町
で
は
、
祭

典
に
参
加
し
、
民
族
ダ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
正
教
儀
礼
を
見
学
し
、
地

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

写真11 奉安殿

－16－



域
の
行
事
が
宗
教
と
密
着
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
九
月
一
日
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
空
港
か
ら
成
田
空
港
へ

樺
太
島
か
ら
日
本
に
渡
り
、
真
っ
直
ぐ
家
路
に
つ
い
た
。

以
上
、
六
日
間
の
日
程
を
過
ご
し
、
日
本
の
統
治
時
代
の
寺
院
跡
や
宗
教
事
情
に
つ
い
て
多
少
な
り
と
も
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
岨
）

短
期
間
の
視
察
で
あ
る
た
め
、
北
海
道
日
本
ロ
シ
ア
協
会
を
通
じ
て
通
訳
を
依
頼
し
た
次
第
で
あ
る
。
現
地
で
同
協
会
事
務
局
オ
ー
リ

ア
女
史
と
図
ら
ず
も
会
う
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
日
露
友
好
と
樺
太
へ
の
追
跡
調
査
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ

た
。

今
回
は
、
初
め
て
の
樺
太
行
で
あ
っ
た
た
め
、
日
蓮
宗
寺
院
の
所
在
や
宗
教
事
情
を
表
面
的
に
確
認
す
る
だ
け
で
、
学
術
調
査
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の
点
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
収
穫
で
あ
っ
た
。

・
樺
太
内
に
お
け
る
日
本
人
建
立
の
寺
院
・
神
社
の
足
跡

・
樺
太
内
小
学
校
の
奉
安
殿
の
存
在
か
ら
み
る
天
皇
崇
拝
の
状
況

・
日
持
の
位
牌
等
の
信
仰
関
係
資
料
か
ら
統
治
下
に
お
け
る
日
蓮
宗
信
仰
（
法
華
信
仰
）
の
展
開

・
日
本
統
治
下
に
お
け
る
神
道
・
仏
教
と
い
っ
た
宗
教
の
存
在

特
に
、
明
治
三
十
八
年
か
ら
四
十
年
間
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ
た
、
神
社
の
烏
居
、
日
本
仏
教
諸
宗
派
の
墓
標
の
存
在
を
確
認
で
き
た

こ
と
は
有
意
義
で
あ
っ
た
。
現
在
も
樺
太
各
所
に
日
本
様
式
の
建
造
物
や
そ
の
痕
跡
が
随
所
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
時
間
の

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）

お
わ
り
に
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制
約
も
あ
っ
て
あ
ま
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
ま
た
、
豊
原
公
園
近
く
の
ス
キ
ー
ケ
丘
の
中
腹
の
日
持
ヶ

丘
に
日
持
の
銅
像
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
諸
般
の
事
情
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
次
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

・
日
持
関
係
遺
跡
・
遺
物
の
追
跡
調
査

・
日
蓮
宗
寺
院
に
関
わ
る
聞
き
込
み
調
査

・
日
本
人
墓
地
・
日
蓮
宗
寺
院
の
発
掘
調
査

・
日
持
伝
説
・
法
華
信
仰
の
民
俗
学
的
調
査

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、
今
後
民
俗
学
、
考
古
学
の
方
法
論
を
駆
使
し
た
資
料
調
査
・
発
掘
調
査
を
行
い
、
日
持
関
係
遺
跡
の

顕
彰
と
日
持
伝
に
関
す
る
資
料
の
蒐
集
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本

統
治
下
の
政
治
・
経
済
・
社
会
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
樺
太
史
、
日
蓮
教
団
史
、
海
外
布
教
史
等
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
る

※
本
研
修
に
関
し
て
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
か
ら
仏
教
文
化
遺
産
研
修
の
研
修
費
交
付
を
得
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

》
『
ノ
○註

（
１
）
「
貞
松
蓮
永
寺
開
山
日
持
尊
者
世
家
」
（
「
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
」
所
収
、
本
満
寺
、
昭
和
四
十
八
年
）
。
一
般
的
な
日
持
伝
記
に
関
し
て
は
、
宮
崎

英
修
「
日
蓮
聖
人
の
お
弟
子
た
ち
’
六
老
僧
略
伝
ｌ
』
日
蓮
宗
新
聞
社
、
一
九
九
○
年
、
影
山
堯
雄
『
仏
教
海
外
伝
道
の
始
祖
日
持
上
人
伝
」
、

佐
藤
光
春
『
北
天
開
教
日
持
上
人
伝
上
・
下
』
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
○
○
四
年
、
等
が
あ
る
。

（
２
）
佐
々
木
馨
「
北
方
伝
説
の
誕
生
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
七
年
、
同
著
、
「
日
持
伝
の
史
的
考
察
」
（
日
本
海
域
史
研
究
会
編
『
日
本
海
域
史
研
究
』

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）
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第
七
、
文
献
出
版
、
一
九
八
五
年
。

（
３
）
大
澤
一
雄
「
日
持
上
人
の
大
陸
渡
航
に
思
う
」
（
前
嶋
信
次
『
日
持
上
人
の
大
陸
渡
航
に
つ
い
て
Ｉ
宣
化
出
土
遺
物
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
誠
文
堂

新
光
社
、
一
九
七
一
年
、
所
収
）
。

（
４
）
日
蓮
宗
北
海
道
教
区
編
『
日
持
上
人
七
百
遠
忌
報
恩
大
会
記
念
時
空
を
越
え
て
』
一
九
八
一
年
。
こ
こ
で
穂
坂
孝
史
氏
は
、
日
蓮
宗
北
海
道
大

鑑
「
樺
太
に
お
け
る
日
持
上
人
の
霊
場
ｌ
中
島
玄
要
師
ｌ
」
を
取
り
上
げ
、
樺
太
西
海
岸
の
本
斗
郡
阿
幸
村
に
お
け
る
日
持
霊
蹟
と
し
て
、
題
目

石
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
（
現
在
は
埋
没
）
。

（
５
）
高
橋
智
遍
『
日
持
上
人
研
究
』
獅
子
王
学
会
出
版
部
、
一
九
七
五
年
。

（
６
）
佐
々
木
馨
『
北
海
道
仏
教
史
の
研
究
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
○
○
四
年
、
九
五
～
九
八
頁
。

（
７
）
前
嶋
信
次
『
日
持
上
人
の
大
陸
渡
航
に
つ
い
て
」
は
、
日
持
の
海
外
渡
航
と
中
国
宣
下
出
土
資
料
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。

（
８
）
『
日
蓮
宗
事
典
」
海
外
布
教
の
項
目
。

（
９
）
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
文
部
省
か
ら
全
国
各
学
校
へ
下
付
さ
れ
た
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御
真
影
と
教
育
勅
語
の
謄
本
を
校
内
の
一
定
の

場
所
に
大
切
に
保
管
す
る
よ
う
に
と
の
訓
令
が
出
さ
れ
た
。
天
皇
御
真
影
の
下
賜
が
始
ま
っ
た
時
期
は
、
教
育
勅
語
が
制
定
さ
れ
た
後
の
明
治
四

十
三
年
（
一
九
一
○
）
頃
で
あ
り
、
奉
安
殿
の
成
立
も
そ
の
時
期
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
の
奉
安
殿
建
築
は
昭
和
十
年
（
一
九
三

五
）
頃
に
活
発
化
し
て
い
る
。
当
時
の
学
校
長
は
、
校
内
に
奉
安
殿
を
奉
祀
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
っ
た
。
児
童
生
徒
は
、
奉
安
殿
の
前
を
通
る

た
び
に
最
敬
礼
を
し
、
火
事
や
水
害
な
ど
の
緊
急
の
場
合
に
職
員
は
命
が
け
で
御
真
影
を
守
る
の
が
義
務
と
さ
れ
て
い
た
。

（
岨
）
北
海
道
日
本
ロ
シ
ア
協
会
は
、
北
海
道
札
幌
市
に
あ
り
、
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
友
好
を
図
る
目
的
で
設
置
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。
毎
年
、

サ
ハ
リ
ン
慰
霊
の
旅
を
企
画
し
、
現
在
日
本
に
住
ん
で
お
り
、
過
去
に
ロ
シ
ア
で
暮
ら
し
た
人
々
の
帰
郷
や
慰
霊
と
い
っ
た
国
際
交
流
を
積
極
的

に
勧
め
て
い
る
。

樺
太
仏
教
遺
跡
研
修
（
望
月
真
澄
）
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